
































































































































正則 音語 大海 正編
①やる ○ ○ X ×
②あげる ○ ○ ○ ×
③さしあげる ○ ○ × ○
④くれる × ○ × ×
⑤くださる × ○ X ×
⑥もらう ○ ○ X ○
⑦いただく ○ ○ × ×
合計 5 7 1 2
〈表2＞をグラフで示すと次のようである。
〈図1一本動詞の使用数〉












正則 音語 日大 正編
1）一テやる ①V一てやる × ○ ○ ○
2）一テあげる ②V一てあげる ○ ○ ○ ○
③V一てあげてくれ（ないか）
@V一てあげてください
× × × ×
3）一テさしあげる ④V一てさしあげる × ○ × ×
4）一テくれる ⑤V一てくれるく受益〉 ○ ○ ○ ○
⑥V一てくれるく依頼〉 ○ X ○ ×
⑦V一てやってくれないか X × × X
5）一テくださる ⑧V一てくださる〈受益〉 ○ ○ ○ ○
⑨V一てくださるく依頼〉 ○ ○ ○ ×
6）一テもらう ⑩V一てもらう ○ ○ ○ ○
⑪V一てももらえるか
@　　　（もらえないか）
× ○ × ○
⑫V一てもらえるとありがたい
@　V一てもらえるとうれしい
× × × ×
⑬V一てやってもらえるか
@　V一てやってもらえないか
X × × ×
7）一テいただく ⑭V一ていただくく受益〉 ○ ○ × ×
⑮V一ていただく＜提示〉 × × × ×
⑯v一ていただきたい ○ ○ × ×
⑰V一ていただけるく依頼〉 × × × ×
⑱V一ていただけるとありがとう
@　V一ていただけるとうれしい
× ○ X ×












文型・例文 正則 音語 大海 正編
1．…ば　〈一般条件〉 ①…ば　〈一般条件〉 ○ ○ ○ ○
2．…ばく反復・習慣〉 ②…ば…V一る ○ × × ○
③…ば…V一た × × × ×
3．…ば　く仮定条件〉 ④…ば＋未実現のことがら ○ ○ ○ ○
⑤…ば＋意思・希望 ○ ○ ○ ×
⑥…ば＋働きかけ ○ ○ ○ ○
⑦…ば＋問いかけ × ○ ○ ×
⑧疑問詞＋V一ば…のか × ○ × ×
4．…ば　く反事実〉 ⑨…ば…のに／…のだが × ○ ○ ○
⑳…ば…だろう／…はずだ × × × ×
⑪…ば…ところだ（つた） × × × ×
⑫…ば　V一た／V一ていた × × × ×
5．…ば　く確定条件〉 ⑬…ば × ○ ○ ○
6．…ば　く前置き〉 ⑭…ば＋依頼・勧め × × ○ ○
⑮…ばく観点〉 × ○ ○ ○
7．V一ば　く勧誘〉 ⑯V一ば　く勧誘〉 × × × ×
8．…も…ば…も ⑰…も…ば…も × ○ × ×










文型 正則 音語 大海 正編
1．…たら
q仮定条件〉
①…たら＋未実現のことがら ○ ○ ○ ×
②…たら＋表出・働きかけ ○ ○ ○ ○
③…たら＋問いかけ × × × ×
④疑問詞＋V一たら…のか × × × ×
⑤…たらどんなに…か × × × ×
2．…たら
ｭ反事実〉
⑥…たら…だろう／はずだ × × ○ ×
⑦…たらどんなに…か × × × ×
3．…たら…た
ｭ確定条件〉
⑧…たら…た ○ ○ ○ ○
4．…たら
ｭ前置き〉
⑨…たら＋依頼・勧めく前置〉 × ○ × X
⑩…たら　く前置き〉 ○ X × ×
5．V一たら
q勧め〉
⑪V一たら　く勧め〉 × ○ ○ ×
6．V一たらいい
ｭ勧誘〉
⑫V売らいい　く勧誘〉 × × × ×
7．…たらいい
ｭ願望〉
⑬…たらいい　く願望〉 × × ○ ×
8．…たらよかった ⑭…たらよかった × × × ×















文型 正則 音語 大海 正編
1．…とく一般条件〉 ①…と　〈一般条件〉 ○ ○ ○ ○
2．…とく反復・習慣〉 ②…と…る ○ ○ ○ ○
③…と…た（ものだ） × × × ×
3．…とく仮定条件〉 ④…と＋未実現のことがら ○ ○ ○ ○
⑤…と＋疑問詞…か × ○ ○ ×
⑥…と…た　く契機〉 ○ ○ ○ ○4．…と…た
ｭ確定条件〉 ⑦…と…た　く連続〉 × × × ×
5．…とすぐ ⑧…とすぐ × ○ ○ X
6．…と　く前置き〉 ⑨…と　く前置き〉 ○ × ○ ○
7．V一るといいく勧め〉 ⑩V一るといい　〈勧め〉 × × × ×
8．…といいく願望〉 ⑪…といい　く願望〉 X × × X
9．…とよかった（のに） ⑫…とよかった（のに） X × X X















①Nなら ○ ○ × ○
②NならNだ × × × ×
③…（助詞）なら × × × ×
④…（の）ならく仮定条件〉 ○ ○ ○ ○
⑤…（の）ならく反事実〉 × ○ × ○
⑥V一る（の）なら…がいい × × × ×
⑦V一るなら…しろ／するな ○ × X ×
⑧…（の）なら…と × × × ×
⑨…（の）ならべつだが × × × ×
⑩・・というのなら × × × ×
⑪・・ということなら × × × ×
⑫N／Naなら（ば） × ○ × ×
⑬NがNならNはNだ × × × ×
⑭NがNならNもNだ × × × ×
⑮…なら（ぱ）［A／V　なら（ば）］ × × ○ ○
⑯…たなら × ○ ○ ×
⑰V一るなら　く観点〉 × × × ×
⑱ならいい × ○ ○ ×

















正則 音語 大海 正編
①NがV一られる ○ ○ × ○
②　NがNに（よって）V一られる ○ × × ○
③　NがNに／からV一られる ○ ○ ○ ○
①　　NがNにV一られる ○ ○ × ×
⑤　NがNにNをV一られる × ○ × ○
⑥　NがNにNをV一られる ○ ○ ○ ×



















①NがNにNをV一させる ○ ○ × ○
②NがNを／にV一させる × × × ×
③NがNをV一させる（人） × ○ × ×
④NがNにNをV一させる（許可） × × × ×
⑤NがNにNをV一させる（放任） × × × ×
⑥V一させてください（許可求め） × × × ×
韓国の開化期における日本語学習書の「会話」の文型
⑦V一させてもらう／くれる偲恵） × × × ×
⑧v一させられる（使役受身） × × × ×
合計 1 2 0 1
〈表9＞をグラフで示すと次のようである。
〈図8－8種類の「使役文」の使用数〉











授受 条件 受身 使役
（％）4 本動詞　　補助動詞 「ば」 「たら」　　「と」　　　「なら」
正則 71（71） 44（71） 29（100） 29（100） 42（100） 17（100） 83（100） 13（50）
音語 100（100） 61（100） 59（100） 36（100） 50（100） 33（100） 83（100） 25（50）
大海 14（14） 39（71） 53（100） 43（100） 58（100） 22（50） 33（6？） 0（0）
正編 29（29） 33（71） 47（100） 14（100） 42（100） 22（100） 67（67） 13（50）
＊（　　）の中の数字は「初級レベル5のみの比率」を表わす。
〈表10＞をグラフで示すと次のようである。
〈図9一百分率〉
100・
80．
60
40．
20
そして、＜表10＞から初級レベルのみのものをグラフで示すと次のようである。
〈図10一初級レベルの文型〉
　開化期の「会話」には文法・文型についての解説などは提供されていないが、上記の表と
グラフから分かるように、「授受・条件・受身・使役」に関する現代の初級レベルの用法を
殆ど提示しており、『音語』の「会話」の場合は中級レベルのものも含めているのが分かる。
これに対して、『大海』の場合、300ページにかけて「会話」を紹介しているが、その膨大な
量に比べ、本動詞としての授受表現や使役表現などに対し多様な用法を提示していないこと
が分かる。
　以上のように、開化期の「会話」を「授受・条件・受身・使役」の4つの項目を中心に考
察した結果、各学習書がその学習項目に対し、どれくらい認識しているかが分かるようにな
り、その学習書の学習レベルを推測できるようになった。開化期に、「授受・条件・受身・
使役」のような学習項目を意識しながら、教材が製作されたかどうかは分からないが、当時
の日本語学習書に4っの学習項目に関する文が提示され、中には、初級のみではなく中級以
上の意味用法にまで含まれている学習書があることが分かる。100年前に韓国人によって作
成された開化期の「会話」を4つの項目からみると、現在の初級レベルの内容を満たしてい
ると言える。
　本稿では「授受・条件・受身・使役」の用法が開化期の「会話」の中にどれくらい提示さ
れているのか調査分類したものに留まっているが、今後その4つの項目からの開化期の学習
書の文型文法に関する特徴を探ってみたい。
注
1）竈吾川（1994）　「開化期日本語学習書小考」の分類に従う。
韓国の開化期における日本語学習書の「会話」の文型
2）学習書によって、また場面や話題によって関連語彙が提示されていない場合もある。
3）『教師と学習者のための日本語文型辞典』（くろしお出版）と『初級を教える人のための日本語文法ハ
　　ンドブック』『中上級を教える人のための日本語文法ハンドブック』（スリーエーネットワーク）を
　　参照して整理したもの。
4）小数点以下は、四捨五入した。
5）『日本語能力試験出題基準』（凡人社）の「文法3・4級」を初級レベルとみる。初級レベルのものは
　　次のようである。
「授受」一「やる、あげる、さしあげる、くれる、くださる、もらう、いただく」、「てやる、てあげる、
　　　　　てさしあげる、てくれる、てくださる、てもらう、ていただく」
「ば」　一「仮定」時聞があれば、行きます
「たら」一「仮定」雨が降ったら、行きません
「と」　一①「自然の成り行き」：春になると、暖かくなる　②「仮定」：明日いい天気だといいね
　　　　　③「発見」：窓を開けると、雪が降っていた
「なら」一①「仮定」：明日いい天気なら、山へ行きます
　　　　　②「トピック」：時計なら、スイス製がいいです
「受身」一①「直接受身」：私は昨日母にしかられた②「迷惑の受身」：学校から帰る時、雨に降られた
　　　　　③「非情の受身」：この雑誌は毎月発行されている
「使役」一①「強制」：私は弟に部屋の掃除をさせた　②「誘発」：妹を泣かせてはいけません
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